










要約:

妊産婦の精神心理が分娩に及ぼす影響を明らかにすることが本研究の目的である。対象は、

既往歴、既往妊娠分娩歴および妊娠 36 週未満に異常を認めなかった妊産婦 85 例(初産婦

47 例、経産婦 38 例)である。精神心理の不安尺度は、STAI-S を用いて、1)妊娠後期(妊娠

36～40 週)、2)分娩第 1期準備期、3)分娩第 1期活動期、4)分娩 2時間後に測定した。STAI-S

得点の中央値を求め、中央値未満群と以上群の2群間で分娩に及ぼす影響について比較検

討した。その結果、1)妊産婦の精神心理と分娩には関連がある、2)不安が高い妊産婦では、

分娩時出血量・分娩促進の頻度・急速遂娩率が増加し、この事象は経産婦に比較し初産婦

に顕著である、3)精神心理不安を時期別にみると、妊娠後期よりも分娩期の不安、分娩期

の不安よりも妊娠後期から分娩に移行する過程で変化した精神心理不安の較差が大きいほ

ど分娩に影響を及ぼすことが明らかになった。


